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＜連絡事項＞

· デイケア利用希望者・井畑光湖様について。先週土曜日に当院受診し、さくら病院からの紹介状を持参。当院へ転院となる。デイケア利用について、本日15：30～摩尼室長と本人・ご家族とで面談し、説明・意志確認等を行う。まず体験利用しながらデイケアを理解していただくとともに、今週土曜日の外来時に利用について主治医に相談する。
また、先日、井畑様と一緒に当デイケア見学に来ていた友人について、中村鶴子様より「知り合いなので、ここのデイケアに通所していることを知られたくない。ボランティアか、鬱で通っているということにしてほしい」といった要望があった。今後、どのように対応していくか中村様本人と相談し、本人が気兼ねなく通所できるよう関係調整を行う。

· 本日より、馬渡武光様がデイナイトケア利用再開となる。糖尿病食20単位であるため、食事発注の際、担当者は十分注意して入力すること。

· 今週金曜日、合唱発表会を実施します。必要物品、進行、準備等、不備のないよう前日までに確認すること。また、担当者は当日の流れなど打ち合わせし、事故等がないよう注意すること。

＜外来より情報提供＞

· 種本　サハ様～体調不良の訴え強く、心気的なものと考えられるが、心電図検査及び採血を施行。
　　　　　　　次回定期外来時、今後の生活等について検査結果を踏まえて主治医より本人に助言
　　　　　　　することとする。

· 我満奈津紀様～依然、吐気が続いており、先週末にも嘔吐が数回あった、とのこと。禁煙している
　　　　　　　と話しており、主治医からは様子を見るよう話がある。（デイケアスタッフには月
　　　　　　　経は定期的にあると話しているため、妊娠の可能性は低いと思われる）

· 晴山美智子様～ラーメン屋等の求人票を主治医に見せており、主治医からは青明舎等関係機関とよ
　　　　　　　く相談して進めるよう助言がある。本人は就職に対して「自信がない」と話してい
　　　　　　　たとのこと。

· 森田　清助様～風邪症状が続いているため、インフルエンザの予防接種を受けられるかどうか心配
　　　　　　　だ、と話す。風邪症状が良くなってから受けられることを説明している。

＜デイナイトケア利用者様事例検討＞

· 小笠原富治様～2～3週間前より空笑、噴出し笑い等の症状が続いている。毎年、特定の時期（主
　　　　　　　に春と秋）になると同様の症状が見られるが、以前に症状が激しいため増薬となっ
　　　　　　　たこともある。今後も表情・行動等に注意し、関係機関で連携を図れるよう体制を
　　　　　　　整えておく。


· 馬渡　武光様～低カリウム血症については、入院治療により現在検査値異常なし。今回、本人から
　　　　　　　突然「体に力が入らない」と訴えがあり、入院となった。入院以前は本人から不調
　　　　　　　等を訴えてくることはほとんどなく、また、周囲から見て気づける症状もほとんど
　　　　　　　ないため発見が遅くなった。今回の発症について、八戸赤十字病院担当医より「原
　　　　　　　因は不明」と話があったため、退院後は入院前と同様の生活となるが、今後は本人
　　　　　　　の体調についてこまめに話を聞き、異変があった場合はすぐに八戸赤十字病院を受
　　　　　　　診することとする。
　　　　　　　また、入院をきっかけにトイレに関して不安が強くなっている。尿意等の感覚が鈍
　　　　　　　くなっており、失禁することもあったため、規則的な排泄リズムを身につけられる
　　　　　　　よう助言・支援が必要。
　　　　　　　退院後より禁煙としているが、他者からタバコを貰おうとすることがあるため、デ
　　　　　　　イナイトケア内でも注意が必要。
　　　　　　　入院中に体重が減り、退院後から少しずつ元に戻ってきているが、現在の糖尿病食
　　　　　　　（20単位）では回復に時間がかかると思われるため、次回外来時に主治医と相談
　　　　　　　し、食事量について調整する予定。

· 畑　正雄　様～デイナイトケア利用中の無断外出や間食など多く、職員の説明・注意にもまったく
　　　　　　　耳を貸さない状態である。先日、果物等を隠し持ってきた際に職員が注意したとこ
　　　　　　　ろ、「うるせぇ。なんでそんなにゴチャゴチャ言うんだ」等と声を荒げることがあ
　　　　　　　った。青風荘でも金銭・食べ物等を預かることに関して職員の説明に理解を示さず、
　　　　　　　強く拒否し、声を荒げることが多いとのこと。
　　　　　　　拒否が強い際は暴力に及ぶ可能性もあるため、本人を興奮させすぎないよう、冷静
　　　　　　　に話せるようになるまで間を置いて接するよう注意する。
　　　　　　　また、10月に青風荘で家族面談会を行った際に父から貰った臨時収入（約1万円）
　　　　　　　を元に、買い物欲求が高まっていると考えられる。青風荘職員より、臨時収入分の
　　　　　　　期間、定期の小遣いを渡さないことを伝えると本人納得し、徐々に出費を抑えるこ
　　　　　　　とが出来ているとのこと。今後も様子観察とする。

· 田中　正士様～依然、変形性脊椎症による歩行時の不安定さがあり、同行・声掛けにて見守りを続
　　　　　　　けているが、スタッフの付き添いや助言を受け入れず、反発することが多い。先週
　　　　　　　金曜日にも、夕食後、青風荘に帰る際に一人無言で急ぎ帰ってしまうことがあり、
　　　　　　　職員が何度声を掛けても聞き入れられなかった。歩行機能等に関して話をすること
　　　　　　　を避けているが、今のままでは転倒・ケガ等の可能性が高く、歩き方やスタッフの
　　　　　　　付き添いについて理解していただけるようアプローチが必要と思われる。
　　　　　　　本人は、他者の目がない時にグルグルと1階フロアを歩き回るなど、本人なりの歩
　　　　　　　行練習を行っている。歩けなくなることへの危機感を感じている様子。しかし、専
　　　　　　　門の医療機関で指示を受けたわけではないため、かえって関節等に負担をかける可
　　　　　　　能性もある。また、歩行時の注意などについても、専門医からの助言であれば本人
　　　　　　　も受け入れやすいのではないか。
　　　　　　　今後、青風荘・青南病院主治医と連携を図り、整形外科の受診を検討し、本人が安
　　　　　　　全に行動することができるよう支援する。

